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　　　Since　the　beginning　of　MARC　tape　distribution　service　in　1969，　many　systems　utilizing

MARC　data－base　have　been　developed．　The　most　popular　one　would　be　a　catalog　pi’oduction

system，　of　book－form，　card－form，　or　microfilm　type．　lnformation　retrieval　from　MARC　data－

base　is　also　a　promising　study　area，　and　several　systems　such　as　SELDOM　system　at　University

of　Saskatchewan　have　been　developed．　These　systems　are　using，　in　gen．　eral，　titles，　geographic　area

codes，　LC　and　DC　classification　nu’高b?ｒｓ，　LC　subject　headings，　and　author　names　as　search　key

respectively　or　in　combination　with　each　other．

　　　Although　the　number　of　postings　of　LC　subject　headings，　in　a　MARC　record　is　not　many

at　present　time，　it　may　be　，probable　that　the　number　will　augument　in　order　to　make　machine

search　of，MARC　records　more　effective．　ln　that　case，　decomposition　of　subject　headings　to

produce　indexing　terms　for　the　post－coordinate　system　and　searching　of　MARC　records　by

logical　coordination　of　such　indexing　terms　will　be　made．

　　　The　present　paper　describes　following　points　from　the　above－mentioned　standpoint：　subject

retrieval　of　MARC　records．　in　general；　kinds，　structure，　and　characteristics　of　LC　subject

headings；　difference　between　pre一　and　post－coordinate　indexing　systems　in　terms　of　indexing

tel’ms；　problems　encountered’when　trying　to　produce　indexing　terms　from　the　decompoSition

of　the　LC　subject　headings；　and　finally，　some　suggestions　to　solve　these　problems．
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　　　結　　語

序

　1969年3月より開始されたアメリカ議会図書館（以

下LCと略称する）のMARCテープ配布サービスは，

図書館活動の発展，特に図書館機械化システムの興隆に

多大な貢献をしている。MARCデータの蓄積により生

成されるデータベースの利用は，既存の情報提供サービ

スの質の向上を可能にするだけでなく，過去には困難で

あったいろいろなサービスを生み出している。例えば，

冊子体目録・カード目録作成の迅速化，図書の発注・受

入れ作業の効率化，各種リストの作成，さらには選書の

ための書誌的情報の提供や情報検索をも可能にしてい

る。データベースを複数の機関で共同利用する場合に

は，相互貸借サービスに必要な所蔵館に関するデータお

よび総合目録の作成が従来よりも容易に遂行しうる。

　特に，機械可読データでは特定のデータ構成要素の抽

出が容易であるため，旧来の目録とは異なり，標目とし

て採用されなかったどのような書誌的データからでも特

定の図書を探索することが可能である。その結果，著者

名，書名，LCカード番号，　ISBN，　LCおよびDC分類

番号，件名標目などを手がかりとして，求める図書を探

す，MARCデータベースにもとづいた情報検索システ

ムが出現している。

　元来，電子計算機（以下電算機と略称）を使用した情

報検索システムは，図書に関する書誌的情報よりも，学

術論文・各種報告書等主題の特定性が相対的に高い資料

に関する書誌的情報を，主として提供するものである。

従って，そのような情報提供に適した索引言語つまりシ

ソーラスが使用され，事後結合索引とよばれる索引・探

索方式が採用されている。近年になって急速にその数を

増した市販磁気テープの中には，シソーラスを使用せ

ず，非統制のことばを索引語として付与しているケース

があるが，索引語の選択・決定は依然として事後結合索

引を前提にしている。

　一方LC－MARCテープを使用する主題検索では，書

名，分類番号，地域コード（geographic　area　code），

件名標目が探索のキーとなる。このうち件名標目は・シ

ソーラスと同様の機能を持つLC件名標目表で規定され

た索引語であるが，件名目録つまり事前結合索引での検

索手段であり，手検索を仮定したものである。また，

MARCレコードそのものが，手検索用の目録作成を重

視した構成と考えられる。例えば，付与されている件名

標目のi数は，Williams　1）の調査によると1レコード

（つまり記入）あたり平均付与回数が最も多い　topical

heading（個人名・団体名・会議名・統一書名・地域名以

外の一般件名）でも平均1．74と，事後結合索引の場合と

比較するとはるかに少ない。LCおよびDC分類番号，

地域コードでは，1レコードあたりそれぞれ平均1個で

ある。従って，MARCレフードに付与されている主題

検索用の手がかりは，いずれも手検索を仮定したものと

いえる。

　上記のような性格を持つMARCレコードを，事後結

合索引および機械検索を意図して選択された索引語を前

提として検索論理を組み立てている情報検索システムで

処理する場合には，検索効率に種々な影響が現われると

考えざるを得ない。従って，MARC　レコードを使用し

て図書の主題検索を効果的に行うには，索引語として件

名標目をどう処理・使用するかを充分に検討しなければ

ならない。本稿では，LC件名標目の種類：・構造・特

徴，MARGレコードについて簡潔に述べ，事後結合索

引方式をとる情報検索システムで，LC－MARCレコー・一・・一

ドを件名標目から選択された索引語を使って検索する場

合の問題点を指摘し，さらにその解決策をさぐる。

1．MARCレコードの主題検索

　A．主題検索上の手がかり

　LC－MARCレコードの主題検索を行なう際の手がか

りとしては，LCおよびDC分類番号，件名標目，地域

コード，書名が考えられる。

　地域コードは図書の主題検索を容易にするためにしC

が開発したものであり，英文字とハイフンの組合せ7字

で構成されている。このコードは，地域名を表わすこと

一一一@182　一



：Library　and工nformation　Science　No．15　1977

ばが件名標目を構成（主標目，細目の別なく）している

図書，およびそのような件名標目が付与されていなくて

も，地域性の高い図書に対するレコードに付与される。

地域コードを表わすフィールドでは，インディケータは

・使用されないが，サブフィールド・コードとして＄aが

使用されている。従って，北カロライナに関連する内容

の図書には＄an－us－11cと，’日米仏の3国に関連する内

容の図書には＄an－us一一一＄ae－fr一一一＄aa－ja一一一と，五大

湖地域を表わす件名標目Great　Lakes　regionが付与さ

れている図書には＄a　nl一　一一一一と地域コードが与えられ

る。n・一us一一一一，　e－fr一一一一，　a－ja一一・はそれぞれアメリカ

フランス，日本を表示する地域コードである。2）上述の

Williamsの調査によれば1974～75年の1年間に受入れ

たMARCテープのなかで地域コードが示されているレ

コ“一・一・ド数は約40．6％である。

　LC分類番号はLC請求記号の一部としてMARCレ

コード上に示されている。従って本来ならば1つしか付

与されないが，分類番号が主題検索の一手段であること

から複数個の付与が可能である。DC分類番号でも同様

である。例えばその例を示すと，LC分類では0＄aPZ3．

H318＄bSc96＄aPS1868の様に示される。なお，＄aは分

類番号，＄bは図書番号を表わすサブフィ・一ルド・コー

ドである。最初のサブフィールド・コード＄aの前の2

字はインディケータである。DC分類では＄a345．5／57

＄aB＄a920（＄aはサブフィールド・コード）の様に示され

る。3）

　また，LCおよびDC分類番号が付与されているレコ

ードは，上述の調査によると，それぞれ99．9％，96．7％

である。

　LC－MARCで使用されている件名標目は，個人名，

団体名，会議名，・統一書名，地域名，その他の一般的な

件名の6つに類別される。件名標目のフィールドでは，

インディケータ，サブフィールド・コーードに加えて，＄z

（地理細目），＄y（時代細目），＄x（地理，時代以外の細

目）の3種類の細目を表わす記号が使用されている。従

って，目録カード上で“Petroleum　industry　and　trade

－Handbooks，　manuals，　etc．”と記される件名標目は，

MARC　レコード上では＄aPetroleum　industry　and

trade＄xllandbooks，　manuals，　etc．と表わされている。

ここで＄aは一般件名（topical　heading）を示すサブフィ

ールド・コードである。なお，MARCレコードには，

主標目と細目を結ぶダッシュはない。従って，MARC

レコードから目録カードを作成する際には，ダッシュの

そう入が必要である。ところで，上述のWilliamsの調

査では，各種の件名がLC－MARCレコードに出現する

割合は，個人名が11．5％，団体名が5．2％，一般件名が

73．1％，地域名が16．3％で，会議名および統一書名は

1％以下である。また，1レコードあたりの各種件名の平

均付与数は，個人名が1．20，団体名が1．10，会議名が

1．08，統一書名が1．13，一般件名が1．74，地域名が1．38

である。

　B・MARCレコード検索システム例

　LCで1969年に開発されたMARC　Retrieverは，

MARCデータベースのいろいろな新しい利用の方法を

開発する際の研究手段として元来は考えられていたが，

それだけでなくしC内部での実務，例えば特異なフォー

マットを持つレコードの同定，特殊なレファレンス・コレ

クション作成年の書名リストの作成，MARC編集作

業のチェック，にも現実に使用されている。MARC

Retrieverは，固定長フィールドおよび全ての可変長フ

ィールドとサブフィールド中のデータの検索だけでな

く，タグ，インディケータ，サブフ・イールド・コードの

値をも検索することが可能である。4）・5）

　LCの：MARCパイロット・プロジェクトでは数機関

がMARCレコードの主題検索に触れているが，6）稼働

したシステムとしては，　qklahoma　Department　of

Libraries7）が最初と思われる。このシステムではDC

およびLC分類番号が探索キーとして使用されている。

　1971年にはカナダのSaskatchewan大学でSDI方式

の検索システム，’SELDOM（Selective　Dissemination

of　MARC）8）が稼働を開始した。使用される探索キーは

28種であるが，そのうち主題検索用としては，会議名を

除く件名標目，地域コード，書名，LCおよびDC分i類

番号がある。稼働5ケ月後に利用者121人を対象として，

このサービスの有用性に関する調査が行なわれ，肯定的

な結果が得られた。9）SELDOMの出現は，人文科学・

社会科学分野でのSDIサービスの可能性を確立するも

のである。

　同じ1971年にAslibは，　MARCテープが専門図書館

の図書選択のトゥールに有効かどうかを調査する実験

を，LC－MARCとBNB－MARCの両方を対象として行

なった。10）使用されたシステムは，MARCAS（MARC

Aslib）とよばれ，探索キーとして著者名，書名，　LC分

類番号，LC件名標目，　BNB　Precis　indexing　term，

Reference　Index　Numberが使用された。探索キーの

種々な組合せから生じる検索結果は，再現率と精度の両
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面から調べられたが，検索効率が最良だったのは，件名

標目や書名など自然言語で表現される探索キーを組み合

わせて使用した場合であった。その他の例としてCAN／

SDI，ii）　BLAISE，i2）　AMCOS，i3）　MARCIVE，i4）　OCLC，

BALLOTSがある。なお，ここでは比較的包括的な主

題別リストの作成なども主題検索に含めている。

　日本ではアジア経済研究所がMARCレコードを使用

して，そ及探索とSDIサービスを行なっている。

II．　LC件名標目

　A・件名標目による主題表示

　件名標目は図書の主題を簡潔・的確に表現する統制の

なされたことばであり，その付与は，1冊の図書が複数

個の主題を取り扱っている場合には，主題の数だけ行な

うのが原則である。しかしここでいう主題とは図書が全

体として取り上げている主題であり，図書の部分的な主

題に対しては，件名分出の形で件名標目の付与がなされ

る。この件名特出は，図書全体に対する件名標目を与え

たうえで，さらに部分的な主題に対して件名標目を与え

る形をとるのが一般的であると考えられている。ユ5）つま

り，件名分出は，双書・全集など独立しうる著作が1冊

の図書にまとめられた場合を除けば，あまり行なわれな

いことになろう。以上から件名標目は，図書が全体とし

て取り上げている主題に対して付与され，部分的な主題

に付与されるケースは，一般には非常に少ないといえ

る。

　ところで件名標目の表わし方は，C．　A．　Cutterの

Rules　for　a　dictiona　ry　catalogに示された特殊記入

（specific　entry）の原則に従っている。この原則は，図

書の主題を包含する類の名まえではなく，主題を最もよ

く表現することばの件名標目を付与せよということであ

る。つまり，猫についての著作は，“家畜”あるいは“哺

乳類”などではなく，“猫”が件名標目となる。これは分

類目録を排し辞書体目録を唱道する彼の立場からすれば

当然であろうが，この原則に固執すると小主題に対する

小件名が乱立し，その結果関連主題が分散してしまい，

主題検索の効率を低下させることにもなりかねない。

　このため件名標目表では件名標目の特殊化を規制し，

関連主題の大幅な分散を避ける処置がとられている。

　B・LC件名標目の特色

　LCの件名標目表は，事前結合索引方式の検索システ

ムで使用される統制語いの1つである。この件名標目表

は，LCの発展と歩調を合わせて大きくなってきたが，

同時に種々な問題点をかかえている。しかし，知識の全

領域を包含する詳細な表であること，およびMARCテ

ープ利用が普及したことなどで，その重要性は増加する

ことこそあれ，減じることはない。

　LC件名標目を，使用されている品詞の種類：から類別

すると，

　a）名詞例：“Librarians／／

　b）形容詞と名詞　例：“Acoustic　radiation　pres－

　　　　Sure！i

　c）　前置詞を含む句　例：“Activity　programs　in

　　　　educationi／

　d）接続詞を含む句　例：“Libraries　and　commu－

　　　　nityu

がある。また，標目の表現形式には，

1）

2）

3）

4）

一般形　例：“Engineering　libraries／／

転置形　例：“Libraries，　special”

丸カッコ，角カッコの使用　例：“LIBRIS　（ln’

　formation　retrieval　system）　i’

細目の使用　例：“Libraries－Automation！／

がある。3）のカッコは個々の標目の意味する範囲の限定

あるいは説明のために使われる。一般形と転置形が混在

するのは，例から考えても奇妙で標目の決定に一貫性が

ないことを示しているが，これは前述した，関連主題の

離散を回避し可能な限り集中させるための便法である。

　Harrisはこの点についてLC件名標目表とLCの事

務用基本目録とを使用して実証している。16）

　主標目につけて使用される細目・区分には次の4種類

があり，17）ダッシュで主標目および他の細目と結びつけ

られる。

　a）Topical　subdivision主標目で示された概念を限

　　回して，その概念の1側面を表現するために使用さ

　　れる。

　　　例：“Locomotives－Dynamics／／

　b）Form　subdivision　図書の主題ではなく形式（例

　　えば辞典，逐次刊行物）を示すもので，標目を構成

　　する際最後に付加される。

　　　例：“Description　and　trave1－Guide－books”

c）Period　subdivision　時代区分を表わす。

　　例：“Philosophy，　French－18th　century”

d）Local　subdivision地理区分を表わす。

　　例：＼’Banks　and　banking－Ohio”

　　　　XXMusic－Swizerland一一一ZUrich／i

　このような細目・区分は，Form　subdivisionを除き
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個々の資料の主題を出来るだけ詳細に表現し，件名目録

中で同一標目を持づレコード数を減少させるためのもの

であるが，同時に標目の表現形式の項で述べた，関連主

題の離散を防ぐための便法でもある。18）

　それ故主題の地理区分だけでなく，地名のもとでの主

題区分も行なわれている。例えば，“Libraries－lllinois

一一kaSalle　County！／と共に，“Chicago－Libraries／ノの

形もとりうる。

III．事後結合索引方式でのMARCレコードの

　　　利用

　A・事後結合索引方式

　事前結合索引方式の検索システムでは，資料の主題を

包括的に表わす索引語が選択・付与される。複合主題は

もちろん単一主題でも必ずしも単一の語で表現する事は

容易でないため，事前結合方式では索引語が句あるいは

複合語の形態をとることが多い。件名目録がその典型で

あり，句だけでなくダッシュやカッコを使用した複合語

が多くみられる。探索はこの事前結合された索引語をも

つ資料が存在するか否かを探すこととなる。

　他方，事後結合索引方式では，主題の構成要素である

概念を表わすことばが索引語として選択・付与される。

従って，個々の索引語は主題の1側面しか表わし得ない

ため，探索時にはこれら索引語を論理積，論理和，否定

などの論理式で結合して，求める主題を表現しなければ

ならない。これはまた，資料をいろいろな側面から探

す，つまり多面的な検索が可能であることを示唆する。

しかし，主題構成要素が同じでも結合の仕方を誤ると，

求める主題とは全く異なる主題が合成され（フォールス

・ドロップ），検索精度が低下する危険性が潜在するこ

とも示している。事前結合索引ではこの種の誤りはない

が，多面的な検索が困難である。

　一般的に文献情報検索システムでは，事後結合索引方

式を採用している。つまり，各索引語ごとにその索引語

が付与されている資料の固有番号をまとめた転置ファイ

ルが作成され，これが探索の媒体となる。

　事後結合索引はMortimer　Taubeの考案したユニタ

ーム方式を噛矢とするが，ユニターム方式では，単位語

（unit　term）あるいは単語（single　word）を索引語とし

た。そしてそれ以後の特に電算機を使用した情報検索シ

ステムでは，単語が多く採用されている。しかし，シソー

ラスを使用するシステムでは，索引語は必ずしも単語で

はない。例えば，ERICシソーラスでは“：LIBRARY

MATERIAL　SELECTION／／のような句形式をとる複

合語（multi　word）が非常に多い。索引語として単語を

採用するのは複合語に比較して，蓄積・検索処理が容易

なこと，転置ファイルの容量を節約できることなどから

であるが，前述したフォールス・ドロップの生じる割合

が高くなる欠点をもつ。そのため，シソーラス作成にあ

たっては，索引語として複合語と単語のどちらを使用す

るかが重要な考慮事項となる。例えば，ERICシソーラ

スでは，複合語使用の規定がなされている。19）

　B・LC件名標目利用における問題点

　MARCレコードを使用した情：報検索システムで，件

名標目あるいはその変形のみで検索するのは，個々の資

料に付与される件名標目の少なさを考えれば，機械検索

のメリットを生かせないことになる。図書館機械化を，

その対象領域，具体的な機械化サービス，システム設

計，さらにはハードウェア・ソフトウェアについても詳

述する図書がlibraryとautomatio＝nの論理積（件名

標目は“Libraries－Automation”）でしか探せないの

では，例えば，機械化された受入れシステムでのオンラ

イン処理について記述している図書を求める場合には，

情報要求に適合しない多くの図書が同時に検索されるこ

とになる。そのため，既存のシステムでは，書名中のこ

とば，地域コード，分類番号などと件名標目を組み合せ

て，多面的アプローチを可能にしょうとしている。

　ところで，もしMARCレコードに付与される件名標

目の数が著しく増加した場合には，LC件名標目を主た

る探索キーとして，事後結合索引方式でMARCレコー

ドを検索するシステムが可能となる。その場合，件名標

目をそのまま使用するのは得策ではな：い。既述したごと

く件名標目表は種々な形態を持つ複合語を多く含むだけ

でなく，事後結合索引方式を意図して作られたものでな

いため，標目をそのまま索引語とするのは転置ファイル

の作成などの蓄積処理および検索処理に要するコスト・

労力を著しく増大させると考えられるからである。この

ため，件名標目の構成要素から事後結合索引用の索引語

を抽出することが必要となる。

　従って，MARCレコー・ド検索システムは，まず件名

標目をその構成要素である単語に分解し，and，　in，　as，

a，etc．など主題を表現し得ないものを不用語として除

き，それ以外の単語を索引語として転置ファイルを作成

することになる。例えば，件名標目“Library　personnel

management／！はlibrary，　personne1，　management

の3つの単語に分解され，それぞれが索引語として転置
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ファイルを構成することになる。ここで問題は，不用語

をどこまで考えるかであろう。・冠詞，前置詞，接続詞

は当然として，例えば，覧ibraries　and　the　socially

handicappedi’，　XXLibraries　and　the　physically　handi－

capPed”などの件名標目中の副詞，　socially，　physically

まで含めるか否かである。不用語の範囲を拡げること

は，索引語の数の削減を可能にするが，KWIC索引

における不用語リスト作成に近い労力を必要とする。

次にコンマやカッコを持つ件名標目の処理であるが，

“Guide－books”の様にハイフンで結合されている場合

を除き，例えば，“Libraries，　Nation．　al，”および“Ac－

quisitions（Libraries）”は，それぞれ1ibraries，　nationa1

およびacquisitions，1ibrariesに分解されることになろ

う。“Acquisitions（Libraries）／／は，丸カッコをハイフ

ンの様に考え全体を索引語とする事も可能であるが，そ

うすると“Acquisitions，　Cooperative（Libraries）”や

“ClipPings（Books，　newspapers，　etc．）の処理に破綻を

きたすことになる。従って，LC件名標目からの転置フ

ァイルの作成は，件名標目を冠詞，前置詞，写料詞など

不用語と断定できる語以外の単語に機械的に分解するこ

とによってなされる。

　なお，件名標目を構成する各単語をそれぞれ索引語と

するのではなく，語尾など単語の一部を切断し，同類の

単語をまとめて1つの索引語にする事も考えられる。例

えば，abandoned，　abandonmelltをabandonでまと

める場合である。これはSELDOM　システムで採用さ

れたが，それにより，転置ファイルの容量の節約と再現

率の上昇が可能であるが，一方精度は低下する。’

　ところで，このような転置ファイルを利用して探索を

行なう場合には，LC件名標目の前述した特色から検索

効率の低下につながる以下のような問題点があることを

考慮せねばならない。

　1．索引語としての不完全さ

　句あるいは複合語の形態をとる件名標目では，その構

成要素である全ての個々の単語が必ずしもそれ自身独立

した意味範囲を持っているわけではないし，持っていて

も明確なものとは限らない。socially，　physicallyがそ

の例である。従って，このようなことばを検索語に使用

したとしても，検索効率の高い検索結果は期待できな

い。また，使用される頻度も少ないと思われるのでこの

ようなことばを索引語として登録するのは，効果がうす

いことになる。

　2．形式細目の処理

　件名標目には資料の形式を表わす細目があるが，事後

結合索引方式では主標目と同様に分解されてしまうた

め，主標目として付与されたことばなのか，形式細目と

して付与されたものなのかの区別が出来なくなる。例え

ば，形式細目として，xNDictionaries　and　encyclopedias／！

があり，“Jews－Dictionaries　and　encyclopedias”の

様に使用される。一方，主標目として　“Encyclopedias

and　dictionaries”がある。件名標目本来の形でこれら

のことばが使用されている場合は，どちらのことばが先

にくるかによって主標目か形式細目かの区別が可能であ

る。さらに件名目録では，たとえことばの順序が同一で

あっても記述部分をみることによってその差異を識別

することが可能である。ところが転置ファイルでは，

dictionariesとencyclopediasにまとめられてしまう

のが普通である。これは主題として何んらdictionaries

あるいはencyclopediasを取り扱っていない資料が誤

って検索されることになる。これを回避するには，先頭

文字の大文字・小文字の別を索引語に残すこと（これは

一種のロールとなる）が考えられるが，そうすると他の

索引語でも，例えば“Libraries，　children’s”のLibra－

ries，および”School　libraries”の1ibrariesのように

全く同一の機能と概念を持つ索引語が2つずつ生まれる

事態を招き，検索作業を混乱させることになる。また，

主題検索では資料の形式についての情報を要求すること

はほとんどないと仮定すれば，形式細目は索引語に含め

ない便法が考えられるが，形式細目を電算機処理で直接

識別する事は出来ないため，このための不用語リストが

必要になる。なお，先頭文字の字形以外の記号をロール

として使用しこの問題を解決する場合では，ロールを付

与する対象を探すため，やはり形式細目として使用され

る語のリストが必要になる。

　3．文脈の欠落：

　事後結合索引方式の最大の欠点は，各索引語が主題の

文脈を何ら表わし得ないため，フォールス・ドロップ

が避けられないことである。一方件名標目には“Federal

aid　to　libraries／／で示されるように，主題の文脈が明

示されているが，この要素それぞれを索引語とする場合

には，同様の問題が生じる。例えば，“Brownian　move－

ments”（ブラウン運動），“Alimentary　carla1／／（消化

管）は，個々の単語に分解しては無意味であり，検索精

度を低下させる。

　4．andで結合された件名標目の処理

　＼＼Libraries　and　Indians”や　“Encyclopedias　and
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dictionaries／／のように2つの語がandで結ばれて1つ

の件名を形成する場合がある。前者はインディアンを奉

仕対象とする図書館を意味するが，後者は百科事典“あ

るいは”各種の辞典類を意味する。これはencyclope－

dias，　dictionariesはいずれも件名標目ではない。これら

のことばからを見よ参照が出されていることから明白

である。つまりxNEncyclopedias　and　dictionaries”は

百科事典あるいは各種の辞典（両方でもよい）を主題と

する資料に付与される件名標目である。従って，この件

名標目を分解してdictionariesとencyclopediasを索

引語とすれば，どちらか片方のみしか取り扱っていない

資料でもdictionariesおよびencyclopediasのもとに

その資料の固有番号が付与されることになる。つまり，

その主題に該当しない索引語が付与されるという事態

が生じる。これは件名標目ではandが論理積（例：

“Libraries　and　Indians／／）と論理和（例：“Encyclope－

dias　and　dictionariesii）両方の意味で使用されているか

らで，そのためこの種の件名標目から事後結合索引用の

索引語を抽出する際，索引語付与の誤りを回避できな

い。

結 語

　市販磁気テープの普及によって益々身近な存在になっ

た情報検索システムは，自然科学，応用科学分野の文献

情報の提供に偏るきらいがある。この偏重を是正する意

味からもMARCレコードを対象とする情報検索システ

ムは，これからも増加すると思われる。しかし，現在で

は資料あたり付与されるLC件名標目の数が少ないため

と件名標目の特色から，性能の良いシステムの開発は容

易とはいい難く，事後結合索引の観点からの件名標目と

MARCレコード・フォーマットの見直し，および付与

される件名標目の数の増大が望まれる。

　図書が全体的にせよ部分的にせよ多くの主題を取り扱

っているため，それらを全て件名標目に反映させれば，

1冊の図書あたりの件名標目の数は増加し探索作業に要

する時間が一般に長くなる。しかし，このことは機械検

索システムでは手検索の場合と異なり，さほど問題にな

らない。従って，付与される件名標目の数を一律に増加

させるか，あるいは，MARCレコードに新しく機械検

索用の件名標目のフィールドまたはサブフィールドを設

けるなどが考慮されるべきであろう。

　また，件名標目それ自身については，より簡潔な表現

形式をとる件名標目の採用，および接続詞andの意味

の明確化などが必要である。さらに，百科事典や各種辞

典など形式細目を示すサブフィールドをMARCレコー・

ドに設け，形式細目として使われた件名標目を機械的に

識別可能にすることも必要であろう。
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